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らしに貢献してまいります。

　ESG戦略「Kirei Lifestyle Plan」に沿って、19の重点取り
組みテーマごとに関連する社会的課題、花王の提供する価
値、2030年目標、2019年度の取り組み等を紹介。また、
2030年のありたい姿の実現に向けたリスクと機会をそれぞ
れのテーマごとに開示することで情報のバランスを図りまし
た。また社会から注目を集めるデジタル先端技術戦略、租税
戦略などを含む他のテーマについては、プログレスレポートと
は別の媒体でとりまとめ開示。これにより、「Kirei Lifestyle 
Plan」の内容や進捗状況のみならず、花王のESG活動全体の
進捗が理解しやすくなることと、情報有用性や信頼性を高め
ることを目指しました。
　また積極的に、気候変動シナリオ分析結果の開示を実施。
分析対象としたセグメントや製品群を明確化するとともに分
析プロセスを開示し、それぞれの製品群に対してリスクと機会
の定量評価を開示。気候変動リスクが花王に与えるインパク
トの大きさとそれに対する会社の対応状況についてレポート
利用者により理解していただくことを目指しました。

　これからの企業には、透明性が重要であると考えていま
す。そのプロセスは、社会が求めている内容を積極的に開示
し、対話を行い、理解をしていただくとともに足りないところ
をご指摘いただき自社の活動のレベルアップにつなげるとい
うことと理解しています。
　開示項目は、マテリアリテイの特定、リスクと機会の分析、
中期戦略とKPIなど多数あり、労力を要しますが、理解してい
ただくために必要な作業であると認識することが重要と考え
ます。

　COVID-19の拡大は世界に大きな影響を与え、花王の経営
にも大きな影響を与え続けています。

　まず社員の安全を第一に考えました。パンデミックの初期
段階からリモートワークを導入し、CEOのメッセージを社内
に共有するなど迅速に対応しました。生活者に対しては、清
潔・衛生製品の製造に注力し、清潔・衛生に関する情報提供
に努めています。例えば、日本では消毒製品の生産能力を20
倍に急増させ、緊急を要する医療機関や高齢者施設などへ優
先的に供給。ドイツの工場でも品目を変更し、初めて消毒製品
を生産しました。こうした行動の根底には、生活者に心から
の満足と豊かさをもたらしたいという企業理念「花王ウェイ」
があります。また、私たちは正道を歩む、誠実で清廉な事業活
動を行う企業であることを重要視しています。誠実であるた
めに、事実とエビデンスに基づいた視点、解決策を共有する
ことが、このような困難な時代に最も効果的な行動につなが
ると考えています。
　2019年、花王は2030年に向けたESG戦略「Ki re i 
Lifestyle Plan」を発表しました。これはより持続可能なライ
フスタイルを送りたいという生活者の願いに、花王がどう応え
るかという視点をまとめたものです。
　この数カ月間に起きている世界の変化を見ていると、私た
ちが戦略の中で掲げる「脱炭素」や「ごみゼロ」「人権の尊
重」などの環境・社会問題の重要性が高まるのは明らかです。
こうした取り組みは今後も重要であり、このような状況だから
こそより加速して取り組まねばならないと考えています。
　花王はこれからも生活者の『Kirei Lifestyle』の実現、つま
り、外見だけではなく内面も豊かに充実した、こころ豊かな暮
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‒それらの事柄に貴社はどのような姿勢で対応されてきたの
でしょうか。今後の中長期的な取組や将来像なども含めてお
教えください。

‒今年の貴社の環境／サステナビリティ情報開示で注目すべ
きポイントをお教えください。

‒これから環境情報開示に取り組む企業へのアドバイスがあ
ればお願いいたします。

‒昨年後半から今年前半にかけて、貴社の環境サステナブル
経営に大きな影響を与えた事柄は何でしたか？


